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Function M2006prototype M2011 
Roll Control 
Outboard Aileron,  
Elevon 
Outboard Flaperon,  
Inboard Spoiler， 
Elevon 
Pitch Control Elevon Elevon 
Yaw Control Rudder Rudder 
High Lift Device Inboard Flap Ontboard Flaperon 






30m/sec，迎角範囲±20°ないしは±30°である. 空力測定には 6 分力内挿天秤を用いる． 
３－２．風洞試験模型 
 ２つの空力形状 M2006prototype および M2011 は，主翼・尾翼の形状および位置関係，ならび
に翼幅と胴体径の関係は相似である．従って，風試模型のうち主翼部品，尾翼部品，および中胴・
後胴部品は共用できる．M2006prototype と M2011 の寸法比が 1.5 倍であることから，風試模型
の縮小比は M2006prototype に対して 7/40 倍，M2011 に対して 7/60 倍としている． 
 舵面については，図２の通り外翼エルロン付き主翼部品（エルロン舵角 10 度，20 度）および
エレボン部品（エレベータ舵角 10 度，15 度，エルロン舵角 10 度，15 度）を昨年度製作済みで
ある[1]．さらに，図３の通り外翼フラップ付き主翼部品（フラップ舵角 20 度・30 度），ラダー
付き垂直尾翼（ラダー舵角 10 度・20 度），スポイラーマウント付き主翼部品，およびスポイラー
部品（舵角 0，10 度，20 度，30 度）を今年度製作した． 
   















































相俟って，エルロン操舵によるロール制御性が劣化し，更には逆転する Lateral Control 
Departure 現象が発生する可能性がある．その発生可能性を評価するために，以下の横制御発散
係数(Lateral Control Departure Parameter : LCDP)が用いられる： 





𝑪𝒍𝜷   （1）． 
ここで，𝑘 = 𝛿𝑟 𝛿𝑎
⁄  であり，ラダーゲインと呼ばれる．LCDP が負となるときにエルロンの効き
が逆転し，機体は操舵方向とは逆方向にロールする（ロール・リバーサル）．この現象は，ラダー
操舵によるヨーイングモーメントによって緩和される．ラダー操舵を伴わない場合（ラダーゲイ
ンゼロ）の LCDP を特に区別して Aileron Alone Departure Parameter (AADP)と呼ぶ．LCDP
と AADP の値を比較することによって，ロール制御に対するラダーの効果を評価できる．ラダー
ゲイン k を 1.0 としたときの LCD および AADP を図７に示す．M2006prototype 形状に比べて





る揚力係数増分を図８に示す．離陸時の迎角を 10 度とし，全備質量 350，400，450kg，フラッ
プ舵角 0 度，30 度に対する離陸速度を推算すると表２の通りとなる．フラップ舵角 30 度の揚力
増分によって離陸速度が 10 [m/sec]程度（14%程度）低減される． 
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１） エレベータの効きは良好であり，重心位置が 25%MAC の場合，ピッチングトリムを取れる
迎角範囲は低亜音速では±10°，M0.5 では-15°~12°，M1.3 では-10°~5°である． 
２）エルロンの効きは良好であるが，それに比較して内翼スポイラーの効果は非常に小さい．ス
ポイラーの搭載位置や面積の改良が必要である． 
３）ラダーの効きは良好であり，ロール・リバーサルをラダー操舵によって緩和できる． 
４）外翼フラッペロンをフラップとして操舵することにより，離陸速度を 10 [m/sec]（14%）
程度低減できる． 
今後，引き続き，スポイラーの改良と空力特性評価を進めると共に，エレボンによるロール制
御性能，内翼フラップによる離陸速度低減効果，等を調べる計画である． 
